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問　確率変数 X が、区間 [−1, 1]の一様分布に従う場合に、変換 Y = Φ(X)
をほどこして、確率変数 Y が正規分布N(2, 2)に従うようにしたい。

1. 関数 Φ(X)を求めよ。

[解答例]
y = Φ(x)を満たす xと yは、∫ x
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から、
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の関係を持つ。

2. 次式で定義される特殊関数 erf(z)を誤差関数と呼ぶ。

erf(z) =
2√
π

∫ z

0

e−t2dt

上で求めた Φ(X)を誤差関数を用いて表せ。

[解答例]
z = (y − 2)/2とおくと、式 (1)より x = erf(z)が得られる。従って、

Φ(X) = 2 erf−1(X) + 2

ここで、erf−1 は erfの逆関数である。
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